
警視庁匿名・流動型犯罪グループ対策本部

＜渋谷闇バイトゼロプロジェクト概要＞
本プロジェクトは、求人メディアを運営するディップ株式会社(冨田代表取締役社長兼

CEO)と一般社団法人渋谷未来デザイン(大西理事・長田事務局長)が共催し、渋谷区(長谷部区長)

の後援、警視庁匿名・流動型犯罪グループ対策本部(植田戦略企画官)の協力のもと、若年
層の「闇バイト」関与をゼロとし、全ての求職者が自分らしく安心して働ける社会の
実現を目的として、巧妙化する勧誘手口から高校生を守り、無意識のうちに特殊詐欺
などの犯罪へ加担してしまう被害を未然に防ぐための“実践的な防犯リテラシー”向上
に官民連携で取り組むものです。

【警視庁匿名・流動型犯罪グループ対策 植田戦略企画官から】
通常は警察から企業へ協力を依頼するケースが多いですが、今回は民間企業側

から能動的に始まったもので、非常に素晴らしい取り組みです。
闇バイトの本質は「犯罪実行者募集情報」であり、一度関われば「使い捨て」

にされ、また特殊詐欺などの犯罪者として一生消えない大きな代償を背負うこと
にもなります。
SNSだけでなく、身近な先輩や友人からの誘いに対しても「断る勇気」を持つ

ことが大切です。一人で悩まず困った時には迷わず警察に相談してください。
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企業との取組み企業との取組み

Q. 求人情報を見て「闇バイト」を
判別できたか。

左から、長田事務局長、大西理事、長谷部区長、
冨田社長、QuizKnock伊沢氏、植田戦略企画官
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